
第13期報告書
平成25年12月１日から平成26年11月30日まで

証券コード：2734



　株主の皆さまにおかれましては、平素より当社グループにご支援を賜り、厚くお礼
申しあげます。
　サーラコーポレーショングループの第13期（平成25年12月１日から平成26年11月
30日まで）の概況についてご報告申しあげます。

売上高

140,853百万円
（前期比2.6%増）

２期ぶりの増収

・‌�売上高は、エネルギーサプライ＆ソリューション事業において、原料価格の上昇に
伴いLPガスの販売価格を改定したことや、エンジニアリング＆メンテナンス事業に
おいて、高齢者向け施設などの完成工事が増加したことなどにより、前期比2.6％増
の140,853百万円となりました。

・‌�円安の影響により原料価格が高めに推移したことから売上原価は増加しましたが、
販売費及び一般管理費の圧縮に努めたため、営業利益は前期比56.6％増の2,513
百万円、経常利益は前期比41.5％増の2,909百万円となりました。

▪連結業績ハイライト
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代表取締役社長

神野 吾郎

営業利益 経常利益

2,513百万円
（前期比56.6%増）

過去最高
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・‌�当期純利益は、経常利益の増加などにより、前期比8.7％増の1,421百万円となりました。

・‌�次期（第14期）はグループのお客さま基盤を活用し、持続的な成長に向けて事業領域の拡大と新規事業の創造に取
り組むことにより、増収増益を計画しています。

当期純利益

1,421百万円
（前期比8.7%増）

５期連続の増益

年間配当金

11円
（前期比１円増）

２期ぶりの増配
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・‌�サーラコーポレーショングループは、エネルギーをはじめ暮らしの中のさまざまな領域で、グループ企業の経営資
源並びにノウハウを活かし、地域に根ざした事業を展開しています。

▪サーラコーポレーショングループの事業領域

事業内容 ＬＰガス、石油製品、高圧ガス及び関連機器の販売、リフォーム、エネルギー輸送、資産賃貸エネルギーサプライ＆ソリューション事業

事業内容 都市インフラ整備、設備工事・メンテナンスエンジニアリング＆メンテナンス事業

事業内容 フォルクスワーゲン・アウディ正規ディーラー、車検・整備、オートリースカーライフサポート事業

事業内容 ペット用医薬品・療法食、動物用医薬品、畜産用機械設備、小動物医療機器の販売アニマルヘルスケア事業

事業内容 ホテル事業、飲食店事業ホスピタリティ事業
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エネルギーサプライ＆ソリューション事業

カーライフサポート事業

エンジニアリング＆メンテナンス事業

売 上 高 66,345百万円 （前期比 3.2％増）

営業利益 1,668百万円 （前期比 8.4％増）

売 上 高 32,043百万円 （前期比 3.0％増）

営業利益 912百万円 （前期比 123.4％増）

売 上 高 14,855百万円 （前期比 2.2％減）

営業利益 633百万円 （前期比 16.4％減）

売上
構成比

10.6％

売上
構成比

47.1％

売上
構成比

22.8％

◦ 原料価格の上昇に伴う販売価格の改定により売上高は増加
◦ リフォーム関連を中心に器具売上高は増加

ＬＰガスのお客さま数の増加に取り組むとともに、リフォーム事業、宅配水事業といっ
た生活サポートサービスの充実を図ることにより、収益性を高め事業基盤をさらに強固
なものにします。また、サーラグループの中部瓦斯株式会社との間で事業の共同化をさ
らに推進し、地域におけるサーラグループのエネルギーシェアのアップを図ります。

建築、設備、メンテナンスの各部門は、お客さま毎に細やかで計画的な営業活動を実践
するとともに、利益率の改善により収益の拡大に取り組みます。土木部門は新たに建設
したリサイクルプラントの稼働に伴い、取引先の獲得に注力することにより、環境関連
ビジネスを拡大します。

輸入車販売部門は西東京エリアにフォルクスワーゲンの新規出店を行うなど、販売シェ
アのさらなる拡大に努めます。整備部門は生産性の向上に取り組むとともに、高いお客
さま満足度を維持することにより、お客さま数の増加を図ります。第14期は店舗出店な
どの設備投資を予定していることもあり、減益を計画しています。

ポイント

第 14 期
の取組み

第 14 期
の取組み

第 14 期
の取組み

ポイント ◦ 建築部門はこれまで受注した物件の完成工事が増加したことから売上高は増加
◦ 収益を重視した受注や、工程管理の徹底など利益率を改善し、営業利益は大幅に増加

ポイント ◦ 消費税増税後の買い控えが響き、フォルクスワーゲン、アウディの販売台数は減少
◦ 下取り車の不足や、価格相場の低下の影響により中古車販売部門の利益率は低下
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事業セグメント別の概況
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アニマルヘルスケア事業

ポイント ◦ ペット用医薬品の販売はノミ、ダニ薬やフィラリア予防薬などに新商品が投入され好調
◦ 畜産分野は消毒剤などの商材を中心に養豚関連の販売が上向く

ポイント ◦ ブライダル部門は小規模な宴会が多く、組当たりの単価が減少
◦ 宿泊部門は法人利用が増加したことなどにより客室稼働率が上昇

売 上 高 20,765百万円 （前期比 4.4％増）

営業利益 149百万円 （前期は営業利益△６百万円）

売 上 高 2,292百万円 （前期比 0.1％増）

営業利益 △261百万円 （前期は営業利益△397百万円）

売上
構成比

14.7％

ホスピタリティ事業 売上
構成比

1.6％

ペット関連分野は、お客さまである動物病院の利益につながる提案型の営業を強化する
とともに、収益性の高い動物用医薬品の販売を強化することにより、利益率の改善に努
めます。また、最大のマーケットである首都圏において、新規の取引先を獲得すること
により事業の拡大を図ります。

ホテルアークリッシュ豊橋は、主力であるブライダル部門において受注の確保に努める
とともに、お客さまに感動していただける商品、サービスを提供していくことで満足度
の高い事業モデルを構築し、収益力の向上を目指します。

第 14 期
の取組み

第 14 期
の取組み

業績に関する詳しい情報は、
当社ホームページでご確認いただけます。

決算短信、事業報告書、有価証券報告書などの
IR情報のほかセグメントごとの事業内容も掲載しております。
ぜひご覧ください。

ホームページアドレス http://www.sala.jp/

30,000
（百万円）

15,000

250
（百万円）

0

20,568 19,888

第11期 第12期 第14期
（計画）

第13期

21,700

△20 △6

149
200

0 △250

20,765

売上高（左目盛） 営業利益（右目盛）

3,000
（百万円）

1,500

750
（百万円）

△750

2,251 2,288
2,600

第11期 第12期 第14期
（計画）

2,292

第13期

△457 △397
△261

△150

0

0

売上高（左目盛） 営業利益（右目盛）

4第13期報告書



サーラプラザの活用
●◦◦サーラプラザの機能◦◦●
　サーラプラザは、サーラが提供する総合生活サポートを発信する重要な拠点であるとともに、お客さまの相談窓口です。
また、カフェやセミナールームなど、地域のお客さまが交流する場を提供しています。当期はリフォームのショールーム
のご利用のほか、料理教室やカルチャースクールを展開する「くらしときめきアカデミー」の受講者数が６万名を超える
など、年間で約30万名の方にご来場をいただきました。

●◦◦リフォーム提案◦◦●
　サーラプラザのショール―ムを活用し、

「サーラのリフォーム」のオリジナルパッケー
ジ商品を提案するなど、積極的に事業を展開
しています。また、営業担当者のスキルアッ
プやリフォーム専任者の育成に努め、お客さ
まの期待を上回る提案を心掛けています。

●◦◦新たなエネルギー提案◦◦●
　サーラプラザでは、太陽光発電や家庭用燃
料電池など、新エネルギーや先進技術を利用
した最新機器の展示を行っています。また、
CO２排出量を削減し、環境負荷を軽減する省
エネ高効率給湯器などの提案も積極的に行っ
ています。

　私たちは、現在、「より魅力あるグループへ」をテーマに掲げた第５次中期経営計画（平成26年11月期～平成28
年11月期）の達成に向けて、以下の重点課題に取り組んでいます。
　　　□ お客さま基盤の拡大　　　　□ 次なる時代への事業展開
　　　□ 社員の活躍・成長の促進　　□ 将来の成長を見据えたグループ経営の推進

　当期に実施した施策の一例について、ご紹介します。

ただいま、中期経営計画を推進中
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宅配水事業の強化

●◦◦新店舗オープン◦◦●
　当期は関東エリアでは初となる「サーラプ
ラザ横浜青葉」を神奈川県横浜市に、「サーラ
プラザ湖西」を静岡県湖西市にそれぞれオー
プンさせました。これによりサーラプラザは
全11拠点となり、サーラと地域のお客さまを
つなぐ重要な拠点となっています。

代表取締役社長

　これらの取組みを通じて、当社グループは地域に根ざし、お客さまの豊かな暮らしと地域の発展につながる事業を
展開することにより、いつの時代にもお客さまの期待に応え、選ばれ続ける魅力あるグループとして成長をしていく
所存です。株主の皆さまにおかれましては、引き続き変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　サーラコーポレーショングループは、市場の拡大が続く宅配
水事業を注力事業に位置づけ、当事業の一層の強化を目的とし
て、平成26年４月に新会社「サーラの水株式会社」を設立しま
した。この新会社を軸に、グループのお客さま基盤である東三
河、遠州地区を中心に、サーラグループの中部瓦斯株式会社と
事業を推進することにより、お客さま数の増加を図っています。

サーラプラザ横浜青葉 サーラプラザ湖西

平成27年２月
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前期末
（平成25.11.30現在）

97,770

前期末
（平成25.11.30現在）

当期末
（平成26.11.30現在）

97,079

当期末
（平成26.11.30現在）

97,770 97,079

41,206 41,014

45,850 45,818

1,761 1,219
8,952 9,028

45,475 44,066

23,577 22,888

28,716 30,124

流動資産

有形固定資産

無形固定資産

流動負債

固定負債

純資産

投資その他の資産

連結貸借対照表の概要
資産の部 負債純資産の部

（単位：百万円）

当期
（自 平成25.12.1　至 平成26.11.30）

営業利益
2,513

売上高
140,853

経常利益
2,909

当期純利益
1,421

▼ 売上原価 110,965
▼ 販売費及び一般管理費 27,374

▲ 営業外収益 689
▼ 営業外費用 293

▲ 特別利益 129
▼ 特別損失 333
▼ 法人税等 1,175
▼ 少数株主利益 107

7,713 6,821

9,601

営業活動
によるCF

投資活動
によるCF

△2,996

財務活動
によるCF

△1,937 現金及び
現金同等物
の期末残高現金及び

現金同等物
の期首残高

連結損益計算書の概要 （単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

当期
（自 平成25.12.1　至 平成26.11.30）
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■ 商　　号

■ 設　　立 平成14年５月１日

■ 本社所在地 豊橋市駅前大通一丁目55番地 サーラタワー

■ 資 本 金 80億2,500万円

■ 証券取引所 東京証券取引所 市場第一部
名古屋証券取引所 市場第一部

■ 役　　員 代表取締役会長 中 村 捷 二
代表取締役社長 神 野 吾 郎
代表取締役専務 松 井 和 彦
取締役 角 谷 　 歩
取締役 一 柳 良 雄
取締役 石 黒 和 義
監査役（常勤） 原 田 保 久
監査役 鈴 木 洋 二
監査役 杉 井 　 孝
監査役 村 松 奈 緒 美

■ 従業員数 2,742名（連結）

■ 発行可能株式総数����������� 120,000,000株

■ 発行済株式総数�������������� 40,338,708株
（自己株式1,753,917株を含む）

■ １単元の株式数���������������������� 100株

■ 株 主 数�������������������������� 3,973名

■ 所有者別株式分布

株　　主　　名 持株数（千株） 持株比率（％）
中部瓦斯株式会社 5,921 15.35

サーラコーポレーション従業員持株会 2,251 5.83

ガステックサービス共栄会 1,954 5.07

中部ガス不動産株式会社 1,833 4.75

三井住友信託銀行株式会社 1,823 4.72

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,560 4.05

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４） 1,513 3.92

株式会社静岡銀行 1,495 3.88

株式会社三井住友銀行 1,197 3.10

株式会社みずほ銀行 957 2.48

● 当社は自己株式1,753千株を保有していますが、上記大株主から除いています。
● 持株比率は自己株式を控除して計算しています。

■ 大 株 主

株式数

金融機関
34.1％
13,139,599株

個人その他
36.2％
13,981,126株

証券会社
0.6％
223,372株

国内法人
27.7％

10,692,422株

外国法人等
1.4％
548,272株

● 当社は自己株式1,753千株を保有していますが、上記分布から除いています。
● 比率は自己株式を控除して計算しています。
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当社では、日頃の株主の皆さまのご支援に対する感謝の気
持ちを表すとともに、当社グループへの一層のご理解を賜
りたく、以下のとおり株主優待制度を実施しています。
■ 対象
　 毎年11月末日現在において、500株以上所有の株主さま
■ 内容
　 ‌�ご所有の株式数に応じて、下表の金額分の株主優待券を

お届けしています。
　 株主優待券の有効期限は一年間となります。

所有株式数 優待内容
     500株以上  5,000株未満 1,000円分の株主優待券
  5,000株以上10,000株未満 5,000円分の株主優待券
10,000株以上 10,000円分の株主優待券

株主優待カタログ '15

商品例：‌�ホテルアークリッシュ豊橋の
特製焼き菓子

　　　　株主優待券2,000円分

■ ご利用方法
　 ‌�株主優待券は、当社グループのガステックサービス㈱が

販売するガス機器、同社が運営するガソリンスタンド
での給油・洗車、ホテルアークリッシュ豊橋での宿泊、
同ホテル内のレストランでの飲食などにご利用いただ
けます。

ご利用店舗がお近くにない株主さまには、株主優待券
相当分の商品をお送りさせていただきます。

※上記内容は予告なく変更する場合があります。

■ 連結子会社	 20社
エネルギーサプライ＆ソリューション事業
ガステックサービス株式会社
サーラ物流株式会社
グッドライフサーラ関東株式会社
株式会社リビングサーラ
サーラの水株式会社
三河湾ガスターミナル株式会社
株式会社日興
神野オイルセンター株式会社

エンジニアリング＆メンテナンス事業
株式会社中部
神野建設株式会社
株式会社鈴木組
株式会社中部技術サービス
テクノシステム株式会社
西遠コンクリート工業株式会社

カーライフサポート事業
サーラカーズジャパン株式会社

アニマルヘルスケア事業
株式会社アスコ
大和医薬品工業株式会社

ホスピタリティ事業
ガステックサービス株式会社

その他の事業
新協技研株式会社
サーラフィナンシャルサービス株式会社
株式会社サーラビジネスソリューションズ

株主優待
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■ 事業年度期間　12月1日～翌年11月30日

■ 定時株主総会　毎年２月中

■ 基準日　定時株主総会の議決権・期末配当　11月30日

　 　　　　中間配当　　　　　　　　　　　　 ５月31日

■ 株主名簿管理人及び特別口座の口座管理機関

　 〒100-8233 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

　 三井住友信託銀行株式会社

■ 株主名簿管理人事務取扱場所

　 〒460-8685 愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号

　 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

■ 郵便物送付先

　 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号

　 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

■ 電話照会先　  0120-782-031
■ 取次窓口

　 三井住友信託銀行株式会社　全国本支店

■ 公告方法　電子公告（当社ホームページに掲載します）

　 http://www.sala.jp/

　 ‌�ただし、事故その他のやむを得ない事由によって電子公告

による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に

掲載します。

株式についてのご案内

１．‌�住所変更、単元未満株式の買取など、株式に関する

各種お手続きは、口座を開設されています証券会社

までお問合せください。

２．‌�証券会社に口座がないため特別口座が開設されまし

た株主さまは、特別口座管理機関である三井住友信

託銀行株式会社までお問合せください。

３．‌�支払期間経過後の配当金につきましては、株主名簿

管理人である三井住友信託銀行株式会社までお問合

せください。

株式に関するお問合せ先
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

お問合せ先

総務部 総務グループ　☎0532-51-1182　E-mail：ir@sala.jp


